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G18 BAY15D 段違いピン

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆

この度は、弊社製品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。
使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。
万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、弊社は賠償の責を一切負いかねます。
◎当製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎当製品を加工等された場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎この取扱説明書は、基本的な技術や知識を持った方を対象に作成しております。
　取り付けに自信の無い方や、取り付けに必要となる工具等をお持ちで無い場合は取り付け作業は行わずに、指定工場、
　又は認証工場などの車両整備が可能な業者へ取り付けをご依頼下さい。
◎大排気量化したハイチューニングエンジン搭載車両等の場合、エンジンの振動により内部基板が破損したり、寿命に悪影響を与え
　る恐れがあります。車両走行時に、ライダーの手足が痺れる程の振動がある車両への装着はご遠慮下さい。
◎ノーマルバルブは使用できません。ノーマルバルブはガラス部が大きい為、取り付けると、ガラス部とレンズが非常に近くなります。
　その為、レンズが熱により変形してしまいます。付属のウインカーバルブをご使用ください。
◎ 6V 車両に取り付ける場合は別途 6V バルブをご用意ください。 6V 車 :6V 10/3W　　12V 車 :12V 10/5W
◎バルブ購入時、バルブのガラス形状、口金形状、車両標準ワット数（定格）ををお守りください。

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で製品及び価格は予告無く変更されます。予めご了承下さい。
◎クレームについては、材料及び加工に欠陥があると認められた製品に対してのみ、お買い上げ後 1ヶ月以内を限度として、修理　
　又は交換させて頂きます。但し、正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は
　交換等にかかる一切の費用は対象となりません。
　なお、レース等でご使用の場合はいかなる場合もクレームは一切お受け致しません。予めご了承下さい。
◎この取扱説明書は、当製品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

製品内容

ブレイズテールランプ 取扱説明書

製品番号

09-03-1080( クリアレンズ )

09-03-1081( ピンクレンズ )

05-08-0036( ブラックレンズ )

05-08-0037( スモークレンズ )

■作業等を行う際は、必ず冷間時（エンジン及びマフラーが冷えている時）に行って下さい。（火傷の原因となります。）
■テールランプの使用直後はレンズ ､バルブが高温になっており、火傷の危険があります。
　しばらく待ち、冷めた状態になってから作業を行って下さい。
■作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。（部品の破損、ケガの原因となります。）
■製品及びフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。（ケガの原因となります。）
■ガスケット、パッキン類は、必ず新品部品を使用して下さい。
　また、再使用する部品については、よく点検し摩耗や損傷がある場合は、必ず新品部品と交換して下さい。

注意
この表示を無視した取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が
想定される内容を示しています。

警告 この表示を無視した取り扱いをすると人が死亡、重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

■技術、知識のない方は、作業を行わないで下さい。
　（技術、知識不足等による作業ミスで、部品破損により、事故につながる恐れがあります。）
■作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ安全に作業を行って下さい。（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）
■点検、整備を行った際、損傷部品が見つかった場合、その部品を再使用せず損傷部品の交換を行って下さい。
　（そのまま使用すると、部品破損により、事故につながる恐れがあります。）
■エンジンを回転させる場合は、必ず換気の良い場所で行って下さい。密閉したような場所では、エンジンを始動しないで下さい。
　（一酸化炭素中毒になる恐れがあります。）
■走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みの有無を確認し、緩みが有れば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　（部品の脱落等で、事故につながる恐れがあります。）
■走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。（事故につながる恐れがあります。）
■点検や整備を行う際は、当取扱説明書やサービスマニュアル等に記載されている、要領、手順に従って下さい。
　（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）
■指定した部品以外の部品使用は、一切行わないで下さい。（部品破損により事故につながる恐れがあります。）

※リペアパーツは必ずリペア品番にてご発注下さい。
　品番発注でない場合、受注出来ない場合もあります。
　予めご了承下さい。
　尚、単品出荷出来ない部品もありますので、その場合はセット品
　番にてご注文下さいます様お願い致します。

番号 部　品　名 個数 リペア品番

1 テールレンズ COMP. 1 　　　　　ー

2
G18 BAY15D 12V10W/5W 

　クリアバルブ
1 09-03-020

■取り付け要領　※特に記載の無い細部の取り付け方法や規定トルクにつきましては、純正サービスマニュアルを参照して下さい。

①

〒 584-0069 大阪府富田林市錦織東 3-5-16
TEL:0721-25-1357 FAX:0721-24-5059 URL http://www.takegawa.co.jp

②

35mm

適応車種

12V モンキー・ゴリラ

モンキー（FI）

Ape50

Ape50（FI）

Ape100

DREAM50

ZOOMER

ZOOMER（FI）

BITE

(Z50J-2000001 ～ )(AB27-1000001 ～ 1899999)

(AB27-1900001 ～ )

(AC16-1000001 ～ 1599999)

(AC16-1600001 ～ )(AC18-1000001 ～ )

(HC07-1000001 ～ )(HC13-1000001 ～ )

(AC15-1000001 ～ )

(AF58-1000001 ～ )

(AF58-1700001 ～ )

(AF59-1000001 ～ )

～ 特徴 ～
ノーマルヘッドライトベースを使用し、レンズとバルブだけの交換でテール周りを美しく演出します。
また、レンズはノーマル同様、ナンバー証明、リフレクター付きで道路運送車両法に違反しません。
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ノーマルテールライトベース

パッキン

ノーマルバルブ
※使用不可

ノーマルテールレンズ

タッピングスクリュー

■ノーマルテールレンズとバルブの取外し

タッピングスクリューを外し、ノーマルテールライトベース
からノーマルテールレンズとバルブを外します。
ノーマルテールライトベース、ノーマルテールライトベース
にあるパッキン、タッピングスクリューは純正部品を使用し
ます。

※純正部品を再使用について
純正部品を再使用する際、部品の状態をご確認ください。
損傷や変形がある場合は、新品に交換してください。
パッキンが損傷や変形していると、湿気や水が浸入します。
それに伴いレンズ内の結露や本体が故障する原因となります。

※ノーマルバルブは使用できません。
ノーマルバルブはガラス部が大きく取り付けますと、ガラス
部とレンズが非常に近くなりレンズが熱により変形してしま
います。

■ブレイズテールと付属のバルブを取り付けてください。

ブレイズテールとテールライトベースでパッキンを確実に挟
めているかをよく確かめてください。パッキンがずれた状態
で使用しますと、隙間からレンズ内に水やゴミが入ってしま
う可能性があります。
スクリューがまっすぐ確実にネジ穴に入るよう慎重に作業を
行ってください。また、スクリューを強く締めすぎますと、
レンズが割れてしまう可能性がありますのでお気をつけくだ
さい。

※バルブのガラス形状、ワット数は必ず守ってください。
球切れなどでバルブを交換する際は必ず下記当社指定のバル
ブを取り付けてください。
バルブの発熱量とレンズとの距離が変わるため、指定以外の
ガラス形状、　ワット数のバルブを使用しますとレンズが溶け
てしまう恐れがあります。

ブレイズテール用指定バルブ
クリアバルブ　ガラス・口金形状：G18 BAY15D　段違いピン
定格 12V 車：12V 10/5W　6V 車：6V 10/3W

ノーマルテールライトベース

②付属小型バルブ

①ブレイズテール

使用上のご注意

ブレーキ灯を長時間点灯したままにしますと、レンズ表面が非常に高温になり変形する恐れがあります。
またその時、手で直接レンズを触りますと火傷の危険性もあります。
バルブ交換の際も、使用直後は非常に高温になっていますのでしばらく待ち、よく冷えたことを確認してから行っ
てください。

汚れのお手入れ
について

頑固な汚れがある場合は水に少量の中性洗剤を溶かし、傷が付かないようゆっくり丁寧に汚れを落としてください。
揮発性のあるもの（シンナー･アルコールなど）やコンパウンドで掃除しますと、レンズが曇ってしまいますので
ご注意ください。




